
逗子メディスタイルクリニック　御中
広告内容をご確認いただき、ご返送くださいますようお願い致します。番号間違いにご注意ください。

送信日　平成　　年　　月　　日

株式会社タウンニュース社

Tel 046-850-1290  Fax 046-850-1281
佐藤 弦也逗子・葉山編集室

◉限られた日程の中で編集作業を進めておりますので、校正は原則的に 2回までとさせていただいております。3回目以降
の校正は有料になる場合がございます。　◉締切り日時までに掲載内容が確定しない場合、指定された発行日の紙面に掲
載できませんので、指定期日までに必ずご返送くださいますようお願い申し上げます。　◉印刷作業に入りますと内容の変
更や訂正ができませんので、入念なチェックをお願い致します。

7
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掲載日 掲載版 面 サイズ
2017/01/01 逗子・葉山版 14.3cm×5段

原稿内容確認書

□ 訂正ナシ。印刷作業を進めて下さい
□ 訂正有り。タウンニュース社で修正して印刷作業を進めて下さい
□ 訂正有り。確認のため修正した原稿をもう一度送信して下さい

お客様
サイン

平成　　　年　　　月　　　日

店名・電話番号・営業時間等は必ずご確認ください。該当欄にチェックを入れ、ご署名の上期日までにご返送ください

 
 
 
 

Web 掲載項目
▲

弊
社
確
認
欄

出　稿　元 校了 責了　　点 A000626820-1

編集担当者 校正 (1) 佐藤 弦也 2016/12/22 13:00

製作担当者 製作 (2) 水野 珠穂 2016/12/22 13:52

取
材
協
力
／
医
療
法
人
メ
デ
ィ
ス
タ
イ
ル
訪
問
診
療
セ
ン
タ
ー

「
食
べ
る
」
を
支
え
る
訪
問
歯
科

地域医療、充実の一助に

　

超
高
齢
化
社
会
が
加
速
す
る
中
、
自
宅
や
施
設
で
療
養
す
る
こ
と
が
増
え
、
在
宅

医
療
の
充
実
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
日
本
人
の
死
因
の
第
３
位
と
な

っ
て
い
る
「
肺
炎
」
の
予
防
に
は
、
口
腔
ケ
ア
や
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
有
効
と
い
う
。
逗
子
葉
山
地
域
を
中
心
に
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
古
屋
純
一
教
授

の
協
力
で
、
そ
う
し
た
新
し
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
メ
デ
ィ
ス
タ
イ
ル
訪
問
チ

ー
ム
に
話
を
聞
い
た
。

―
―
摂
食
嚥
下
障
害
と
は
。

　

古
屋
教
授
「
食
べ
物
を
口
か

ら
胃
に
運
ぶ
段
階
の
い
ず
れ
か

に
障
害
が
あ
る
こ
と
を
指
し
ま

す
。
飲
み
込
む
力
が
弱
く
な
る

こ
と
で
食
べ
物
が
肺
に
入
っ
て

し
ま
う
と
『
誤
嚥
性
肺
炎
』
に

繋
が
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
が

必
要
で
す
」

―
―
ど
の
よ
う
な
方
に
多
い
の

で
す
か
。

　

古
屋
教
授
「
単
に
老
化
で
も

起
こ
り
ま
す
し
、
脳
卒
中
な
ど

病
気
の
後
遺
症
や
神
経
の
病
気

な
ど
で
も
発
症
し
ま
す
。
摂
食

嚥
下
の
専
門
医
は
ま
だ
少
な

く
、
地
域
で
の
普
及
と
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
」

―
―
逗
子
葉
山
地
域
で
は
特
に

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

徳
永
理
事
長
「
逗
子
葉
山
は

30
％
を
越
え
る
高
齢
化
社
会
。

専
門
的
な
在
宅
医
療
も
受
け
ら

れ
る
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
街

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
、
訪

問
診
療
セ
ン
タ
ー
を
始
め
ま
し

た
」

―
―
訪
問
診
療
の
体
制
は
。

　

郷
田
医
師
「
内
視
鏡
を
使
っ

た
飲
み
込
み
検
査
（
Ｖ
Ｅ
）、
持

ち
運
び
で
き
る
機
材
を
使
っ
た

入
れ
歯
や
む
し
歯
な
ど
の
総
合

的
な
歯
科
診
療
が
可
能
で
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
と
の
医

療
福
祉
連
携
や
、
地
域
の
内
科

や
総
合
病
院
と
連
携
し
、
食
を

支
援
す
る
歯
科
専
門
職
チ
ー
ム

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
」

―
―
摂
食
嚥
下
障
害
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

郷
田
医
師
「
端
的
に
言
う
と
、

咬
む
こ
と
、
飲
み
込
む
こ
と
な

ど
口
の
機
能
を
最
大
限
に
引
き

出
す
こ
と
。
口
の
機
能
障
害
は

『
食
事
が
出
来
な
い
↓
栄
養
状

態
の
低
下
↓
全
身
の
機
能
低

下
』
と
い
う
悪
循
環
を
招
き
ま

す
。
出
来
る
だ
け
良
い
状
態
を

維
持
す
る
た
め
に
、
入
れ
歯
や

虫
歯
の
治
療
、
口
腔
ケ
ア
も
行

い
な
が
ら
食
事
方
法
や
舌
の
機

能
訓
練
な
ど
に
つ
い
て
も
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
」

―
―
診
療
の
際
に
心
掛
け
て
い

る
こ
と
は
。

　

郷
田
医
師
「
東
京
医
科
歯
科

大
病
院
で
口
腔
外
科
を
専
門
と

し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ

ん
の
想
い
を
大
事
に
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
幸
せ
を
考
え
、
診
療

内
容
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
」

―
―
導
入
か
ら
約
６
ヶ
月
が
経

ち
ま
し
た
。

　

徳
永
理
事
長
「
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
。
食
を
支
援
す
る
歯

科
医
療
を
必
要
と
し
て
い
る
方

は
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
医
療
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
」

■
医
療
法
人
メ
デ
ィ
ス
タ
イ
ル

訪
問
診
療
セ
ン
タ
ー
歯
科
部
門

☎
０
４
６
・
８
７
４
・
５
５
０
８

／
{info@medi-style.jp

／
診

療
時
間 
９
〜
17
時
（
水
・
日
・

祝
は
休
診
）

メディスタイル訪問チーム。右から、郷田瑛医師、古屋純一教授（東
京医科歯科大学）徳永淳二理事長、松原ちあき歯科衛生士


